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2019 年 9 月に関東を襲った台風 15 号では、大規模な停電が起こり、

復旧に 2 週間以上かかったところもありました。連日 30℃を超える中、エア

コン等を使えないため熱中症による死亡者も出ました。夏に起こる災害に

備えておくべきことは何か、これまでの教訓をもとにポイントをまとめてみました。 
 

 

  

ホームページでもご覧いただけます 

  

厚生労働省、経済産業省、環境省 監修：日本救急医学会 より 
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◎災害発生直後は、ゴミの収集が遅れることを  

想定しておきましょう。     

◎ゴミは臭いや虫が発生しないように、蓋つきの 

ゴミ箱や袋に入れて密封しましょう。  

◎ゴミ出しは、地域や避難所のルールに従いましょう。  

  

 

  

 

◎飲料水は最低 3 日分（1 人当たり 1 日最低 3 リットル）備蓄。 

夏場は多めに備えましょう。  

◎災害時は湧き水・井戸水・防火用水はそのまま飲まないようにしましょう。 

◎  
手指や調理器具の消毒に。  

◎  
水が使えない場合の  

汚れ落としに。  

 
  

◎
食品の加熱ができ、 

食中毒予防にもつながる。 

 
◎  
調理の際食品に 

直接触らないように。 

◎
食器に敷いて使い、 

洗い物を減らせる。 

 

  

□虫よけグッズ（虫よけスプレー・かゆみ止め）  

□ドライシャンプー        □塩飴・塩分タブレ 

□汗拭きシート          □帽子  

□日焼け止め           □扇子やうちわ 

□瞬間冷却パック        □夏物の衣類  

□塩飴・塩分タブレット   

□帽子  

□扇子やうちわ 

□夏物の衣類  

 

◎  
災害時、トイレが使え

なくなったときに。 

夏の災害に備える 

給水車  ペットボトル  湧き水  井戸水 防火用水 

そのまま飲まないで！ 飲用ＯＫ 
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食中毒・感染予防対策として  

給水車 


